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本論文の調査地域鴫 群馬舶 ヒ部利根川上流に位置L,北方を谷川連峰･三国山脈に,南方を赤

城榛名･子持の山々に餌ずれた, 海抜580-6･007nの山間盆地である沼田盆地である｡

本論文では:?地形を主な研究対象とし,地形その他の自然地理的環境を baseとしての土地利

用一 特咋農業を主体とする地域であるので農業土地利用一 について考察し,そこからこの地域

の性格を導き出すこと.を目的とした｡

論文の構成鴨 1貴 地域概説,2牽 地M,5章 土地利用の概説と変琴 4･牽 農業土地利

用の多角性に関する考琴 5章 掌約 とし,第2章と第4及び5章に重点を置いた｡

〔地 形 〕 沼田盆地には非常に軍書を河岸段丘が発達してかP,この河岸段丘の徽地形を調査

した｡海抜高度･河床からの比高･面の連続性･火山灰性ローム夜どの層序及び有無をどにエP,

段丘面を4つの面に分類した｡
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また,段丘崖に見られる湖沼性の粘土層について,それを準壊した舌沼田湖の成因についても,

考察した｡この湖成層は盆地東方の海技 540m9 500777-の地点で観察官れ卑ことによD,湖成

層上面の傾斜は,最も古い盆地床堆解物を載せている最高位段丘面上面の傾斜よ9小さいことがわ
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かゥた｡この事か6,最高位段丘面は湖成層の原因では夜(,湖成層がかな9開折を受けて後に厚

い凍層の堆横があ9,その上に火山灰性ロームを載せているのi; この湖成層壮非常に古いものと

考えられる｡ぜk,湖成層堆横当時の原画は,現在の海抜高度で540m以上と考えられる亀 将

領町南方の赤城山山麓崖の露蔑観察によ9,舌招田湖の成因を赤城火山岩砕流の柵下附近における

利根川のせき止めとする説は矛盾L, 他の成因を考えねばをら夜い草が考えられ転

〔土地利用及び要約〕 土地利用については現在の沼田市.利根郡川場村.白沢村.昭和村.月

夜野町の地域を対象とし,調査にあたゥてQi,旧町村現 次に各旧町村から1-2づつ,地形面に

関連盲せて18集落%,更にそこから1･戸づつ農家を選び,主に198L5年農林センサス及び現地

での聞き込みを主な資料として考察したB沼田盆地の鼻薬は従来の尊重と普通畑作物との組み合わ

せによる自給的農業から,最近車重と多種類の特徴的を商品作物 (ホップ.こんにゃく.加工 トマ

I.9んと.たばこ等 )の栽培とを組み合わせた農業に変化し多角的な方向を示して来ているOこ

めようを多角性は,第1に自然条件(特に気候･地形 ),第2に国道,上越線などによる変通立地

の優位性 第5に地形の影卒によ9永田が少をい事から 換金作物栽培を積極的に取入か,農業を

主体としていこうとする農家が多い事,その場合自然条件から何種類もの作物栽培が可能であ9,

農家経営の安全性を考える農家が多い事,また2-5種難に限った専業化-の過程として試行錯誤

している状態である亀 為政者剛も適地適作による主産地形成に熱心である事をどの農業経営面で

の乗馬 以上の条件によ9もたらされたと考えられる｡

浅間火山東北東の地理学的考察

一北軽井沢開拓地の酪農を中心として-
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浅間火山東北麓の地域性を把握するため拓北軽井沢開拓地における解義を中心として考察を行っ

た｡現ち 酪農専業で経営を成9立たせるために粍 乳牛妊 1戸当9平均最低15頭必要であるカ～

本地域の1.戸当9平均排他が4.町歩であるため7-8演が限度である｡ ここ妊穣高9ふ0-1180rn

という高冷地であD,東京へ トラRJクで4･時間という位置にあるたb,軍令地裁菜を通産に組み合

わせた酸鼻経営を行っている｡本地晩は酪農専業地域で比をいカi 開拓酪農地域としては注目すべ

ノき所である｡
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